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Ⅰ 訪問調査の概要 

 

１ 目的 

 

対象大学から評価実施年度の６月末までに提出された自己評価書について、大学機関

別認証評価委員会の下に編成する評価部会において書面調査を行います。 

訪問調査は、書面調査では確認できなかった事項等を中心にして対象大学の状況を調

査するとともに、対象大学にその調査結果を伝え、その状況等に関し、対象大学との共

通理解を図ることを目的としています。 

 

２ 実施日及び体制等 

 

訪問調査の実施日程及び訪問調査当日の実施スケジュールは、予定する調査が十分実

施できるよう、対象大学の規模や調査内容の分量等を踏まえ、機構事務局を通じて対象

大学と協議した上で評価部会が決定します。 

訪問調査は、原則として、各評価部会の下に対象大学ごとに編成される評価チームが

実施し、若干名の機構教職員が随行します。 

 

３ 実施内容 

 

実施内容は次の（１）から（５）のとおりです。 

なお、書面調査の結果によっては、調査事項を追加する場合があります。 

   （１） 面談による意見聴取 

   （２） Webによる意見聴取    

（３） 教育現場の視察及び学習環境の状況調査 

   （４） 評価チーム会議（根拠となる資料・データ等の補完的収集及び確認を含む。） 

   （５） 大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明及び意見聴取 
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Ⅱ 訪問調査実施までの準備等 

 

１ 訪問調査実施日の決定 

 

機構事務局は、４月中に対象大学に対して 10 月上旬～11 月下旬頃の予定を照会しま

す。訪問調査第１日目は対面調査、訪問調査第２日目はオンライン調査により行います。

なお、原則として、訪問調査第２日目は、訪問調査第１日目の３週間後を目安に設定し

ます。大学の回答に基づき、評価部会と訪問調査実施可能日を調整の上、決定した訪問

調査実施日を７月下旬までに対象大学へ通知します。 

 

２ 訪問調査スケジュールの決定に伴う準備 

 

評価部会は、９月中を目途に、訪問調査スケジュール及び意見聴取の対象者の属性等

並びに視察・状況調査を行う授業・実習や施設・設備等を決定し、機構事務局を通じて

対象大学へ通知します。対象大学は、関係者のスケジュールの調整を行うとともに、通

知された次の（１）～（３）について決定し、その内容が分かる資料（意見聴取の対象

者名簿、視察・調査のタイムテーブル等）を機構事務局からの指示に基づいて提出して

ください。 

 

（１）意見聴取対象者 

評価部会が決定した意見聴取対象者の属性等に基づき、対象大学において選定して

ください。 

・Web面談による意見聴取 

① 大学関係者（責任者） 

  ② 一般教員、支援スタッフ等 

  ③ 現役学生 

・Webアンケートによる意見聴取 

 卒業（修了）生（必須） 

   高等学校関係者、企業等関係者、自治体関係者（場合に応じ） 

 

 

また、選定した Web面談による意見聴取対象者に対しては、集合日時・場所を、Web

アンケートによる意見聴取対象者に対しては、当機構の意見聴取に応ずることの同意

を本人から得たうえで機構が指定する回答方法等を、連絡してください。 

 

（２）Web面談の会場 

面談時に使用する端末、カメラ及びマイクの準備をお願いします。特にマイクにつ

いては、面談時に発言する方全員の声を大きく明瞭に拾うよう、性能及び設置位置を

事前に確認してください。また、映像及び音声を安定させるため、可能な限り有線LAN

による接続をお願いします。 

各種面談の接続方法は、以下の２つの方法について対応可能です。機構事務局は対

象大学に対して、面談の接続方法の希望について７月中に照会します。 

 

【方法１】面談対象者が大学の指定した会場に参集する（複数会場の場合も含む） 

     例）責任者面談のみ１会場で、他の面談は全て２会場 

【方法２】会場への参集が難しい場合、面談対象者が個々人の端末から参加する（一部

の面談のみの場合も含む、また、会場（複数会場も含む）に参集する方法と

の混合も含む） 
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     例）責任者面談１会場、一般教職員面談は２会場、学生面談は１会場+個別接

続者が複数名 

 

※面談では発言者の顔がはっきり映るようにカメラ、席等の配置・設定をお願いいた

します。可能であれば、発言している方が分かるよう、発言者がカメラに個別で映

るようにしていただければ幸いです。（難しい場合は、個別でなくて構いません。） 

 

Web 会議システムの接続テストを訪問調査前に機構事務局にて実施させていただき

ます。 

 

（３）教育現場の視察及び学習環境の状況調査の経路設定 

評価部会が決定した授業・実習及び施設・設備等について、時間内に効率よく調査

ができるよう、視察・状況調査の経路を対象大学において設定してください。 

 

 

３ 「書面調査による分析状況」及び「確認事項」への対応 

 

評価部会は、９月中を目途に、書面調査で取りまとめた「書面調査による分析状況」

及び書面調査で確認できなかった事項や追加の資料・データ等の提出を求める事項を取

りまとめた「確認事項」を作成し、機構事務局を通じて対象大学へ通知します。その際、

評価チーム及び機構教職員の参加者名も併せて通知します。 

対象大学は、「書面調査による分析状況」に対して事実誤認等の意見がある場合は意見

及びその理由を、また、「確認事項」に対しては詳細かつ具体的な回答を用意し、３週間

以内に根拠となる資料・データ等を記載（添付）した上で、機構事務局へ提出してくだ

さい。なお、追加の資料・データ等のうち外部に持ち出すことが望ましくないもの等、

回答に記載（添付）することが困難なものがある場合は、機構事務局にご相談ください。 
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Ⅲ 訪問調査当日の対応等 

 

訪問調査当日に評価チームが行う主な調査事項及び対象大学において対応・留意してい

ただく事項は、次のとおりです。これらを事前に把握していただき、訪問調査を円滑かつ

効果的に実施できるようご協力ください。 

 

１ 訪問調査第１日目 

 

対象大学には、次の（１）及び（２）の実施の際、評価チームが時間内に効率よく視

察及び状況調査ができるよう、案内していただきます。 

 

（１）教育現場の視察 

 

授業や実験・実習、演習等の取組が、教育現場では実際にどのように実施されてい

るかなど、書面調査では知り得ない、あるいは確認できなかった事項を中心に調査し

ます。その際、授業に差し支えがないと思われる範囲で、教職員や学生等に意見や感

想を求めたり、質問したりすることがあります。 

 

（２）学習環境の状況調査 

 

学習環境（例えば、図書館、教育研究施設、自主的学習のための関係の施設・設備及

び学生支援施設等が想定されます。）の状況や安全・防犯面及びバリアフリー化を含め施

設・設備の整備状況について、利便性や機能性等、実態を調査します。その際、各施設

において、教職員や利用している学生に対して利用状況や利便性、満足度等について意

見や感想を求めたり、質問したりすることがあります。また、必要に応じて、実際に図

書館設備や情報教育関係設備等のサービスを疑似体験することもあります。 

 

２ 訪問調査第２日目 

 

（１）大学関係者（責任者）との面談による意見聴取 

 

学長、副学長、学長補佐、事務責任者等の責任を有する立場にある方を対象とし、対

象大学から、自己評価書の記述内容についての不明確な点を含め、評価の参考となる事

項及び回答された「書面調査による分析状況」及び「確認事項」に対する意見・回答の

内容について、補足説明を行っていただき、その後、評価チームからの質疑に対し、応

答していただきます。 

必要に応じて、評価チーム内で分担して実施する場合があります。 

 

（２）一般教員、支援スタッフ等との面談による意見聴取 

 

大学関係者（責任者）とは異なる立場にある教員及び支援スタッフ等を対象とし、対

象大学の教育研究活動等の状況について、評価チームからの質疑に対し、応答していた

だきます。そのため、「（１）大学関係者（責任者）との面談による意見聴取」の対象者

が、本面談に出席することはご遠慮ください。なお、率直な意見を聴取する観点から、

関係者の同席も、ご遠慮ください。 

必要に応じて、評価チーム内で分担して実施する場合があります。 
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（３）現役学生との面談による意見聴取 

 

在学生を対象とします。それぞれの立場から、対象大学における教育研究活動等や学

習成果の有効性の状況について、評価チームからの質疑に対し、応答していただきます。

そのため、率直な意見を聴取する観点から、「（１）大学関係者（責任者）との面談によ

る意見聴取」「（２）一般教員、支援スタッフ等との面談による意見聴取」の対象者をは

じめ、関係者の同席はご遠慮ください。 

必要に応じて、評価チーム内で分担して実施する場合があります。 

 

（４）評価チーム会議（根拠となる資料・データ等の補完的収集及び確認を含む。） 

 

評価チームは、「確認事項」に対する回答として提出していただいた根拠となる資料・

データ等を閲覧・調査します。 

なお、訪問調査期間中、評価チームが新たに根拠となる資料・データ等を必要と判断

した場合には、追加提出を求めることがあります。（簡易な資料・データ等の場合は、訪

問調査期間内の提出期限とすることもあります。） 

 

（５）大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明及び意見聴取 

 

「（１）大学関係者（責任者）との面談による意見聴取」と同じ責任者を対象とします。 

評価チームは、対象大学に訪問調査で得られた知見や根拠となる資料・データ等の調

査結果を説明し、それに対する対象大学からの意見を聴取することによって、事実誤認

等がないかを相互確認するなど、共通理解を図ります。 

なお、訪問調査中に確認できなかった事項についてさらに追加の根拠となる資料・デ

ータ等の確認が必要な場合には、訪問調査終了後１週間以内に根拠となる資料・データ

等を提出するよう対象大学に求めます。 

 

３ その他留意事項 

 

（１）各面談の内容は、録音しますが、評価作業以外の目的では使用いたしません。 

（２）その他、訪問調査で必要となる事項についての詳細は、事前に対象大学の担当者と

機構事務局とで調整することとします。 
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Ⅳ 訪問調査スケジュール（例） 

 

下記スケジュールは一例であり、実際のスケジュールは、対象大学の規模や調査内容等

により、異なります。 

 

＜第１日目＞ 

 事項 時間 備考 

13:30～ 教育現場の視察及び学習環境の状況調査 ９０分  

15:00～ 休憩 １０分  

15:10～ 訪問調査第２日目に向けた事務打ち合わせ ９０分  

調査終了後必要に応じてさらに打ち合わせを行う場合がある。 

 

＜第２日目＞ 

 事項 時間 備考 

9:00～ 評価チーム会議① ８０分  

10:20～ 休憩 １０分  

10:30～ 大学関係者（責任者）との面談 ９０分  

12:00～ 昼食・休憩 ６０分  

13:00～ 現役学生との面談 ６０分  

14:00～ 休憩 １０分  

14:10～ 一般教員、支援スタッフ等との面談 ６０分  

15:10～ 休憩 １０分  

15:20～ 評価チーム会議② ８０分  

16:40～ 
大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明

及び意見聴取 
３５分  

17:15  訪問調査終了   

 

  ※第 1日目は対面調査、第２日目はオンライン調査 
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  独立行政法人 

  大学改革支援・学位授与機構 

   〒１８７－８５８７ 

   東京都小平市学園西町１－２９－１ 

   ＴＥＬ／０４２－３０７－１６４２ 

   ＵＲＬ／https://www.niad.ac.jp/ 
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